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目的　 円筒形あるいはダブ ルカーバチヤー状の人体部位に伸長状態の布で被覆した場合

に生じる人体部位への内圧、 すな わち被服圧を布の二軸伸長特性から予測する。 着用時に

人体曲面を被覆する布の変形は二軸伸長 変形であり、 被服圧は布の二軸伸長変形に基づい

て発生する。　リニアライジング法ｏを適用して、 着用時の布の二軸伸長ひずみから布張力

を求め、 被覆した人体部位の曲率とから被服圧を予測計算する方法を提案する。　リニアラ

イジング法とは、 ひずみを適当な線形変換によって互いに比例関係が得られるような新し

い変数に変換した後、これに線形弾性理論を適用して材料パラメータ（ 定数）を求め、 か

つこの変数を用いて二軸伸長変形下の応力－ひずみ関係を導く方法である。　定数は、 構造

主軸方向の一軸拘束二軸伸長特性の実測値より得られる。

方法　 パンティーポーズを例に、 被服圧を予測計算し、 着用実験結果と比較検討する。

足の曲率と、 着用時の、 パンティ ーポーズの大腿部のヴェール方向とコース方向の伸長ひ

ずみを実測し、 その変形様式にし たがって、 同部位の被服圧を計算する。 比較のため、 着

用直後に生じる被服圧の直接測定を行い、 同時に、 着用直後のパンティーポーズのフィッ

ト性に関する官能検査を行う。

結果　 被服圧はリニアライジング法を適用して予測計算することが可能であることが確

認された。 また、 体へのフィット 性の官能評価値と被服圧の予測計算値とは高い相関を示

すことが明らかになった。

文献　1 ）M. Kageyania(Inoue）,   S.Rawabata,   and M.Niwa; J.Text.Institute,  79  (1988 ）
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敷 き 布 団 の 水 分 量 変 化

桑 村 典 子、 放 送 大　 酒 井 豊 子、 共 立 女 子 大　 酒 井 哲 也

年 床 の 状 態 で 使 用 し た 場 合 の 敷 き 布 団 の 吸 湿 量 お よ び 布 団 内 の 水 分 移 動 を、

布 団 内 温 湿 度 の 変 化 か ら 考 察 す る。

き 側 は わ ら 床 の 畳 に 敷 き 布 団 （ も め ん わ た)     2 枚 を 用 い る。 掛 け 側 は 季 節 に

す る。 こ れ ら の 布 団 は、 離 床 中 も 敷 き 放 し 、 い わ ゆ る 万 年 床 の 状 態 で 連 日 使

量 変 化 は、 ２ 枚 の 敷 き 布 団 お よ び 特 定 部 位 に 挿 入 し た 小 布 団 の 重 量 測 定 に よ

布 団 内 部 の 温 湿 度 は2 枚 の 敷 き 布 団 の そ れ ぞ れ 厚 さ の 中 間 に 温 度 ・ 湿 度 セ

し 連 統 的 に 記 録 す る。 ま た、 天 日 乾 燥 な ら び に 布 団 乾 燥 機 に よ る 乾 燥 効 果 を

化 と 布 団 内 部 の 温 湿 度 変 化 に よ り 評 価 す る。

き 布 団 の 温 度 は、 就 床 直 後 か ら、 ま ず 上 側 敷 き 布 団 が 上 昇 し、 次 第 に 下 方 へ

敷 き 布 団 内 相 対 湿 度 は 就 床 後3    0 分 位 ま で に 急 速 に 上 昇 し、 の ち 下 降 す る 現

が、 こ れ は 入 床 前 か ら の 布 団 の 水 分 が 温 度 上 昇 に よ り 放 湿 さ れ る た め と 考 え

内 水 蒸 気 圧 は、 上 側 敷 き 布 団 が 就 寝 中 常 に 高 く、 下 側 敷 き 布 団、 畳 へ と 水 分

と が 明 ら か で あ る。 布 団 の 重 量 は 就 寝 に よ り 増 加 す る と は 限 ら ず、 環 境 の 水

係 で 減 少 す る こ と も あ り、 ま た 離 床 中 に 増 加 す る 場 合 も あ る。 天 日 乾 燥 の 効

候 に よ り 影 響 さ れ る が、 真 夏 に は 布 団 内 部 の 温 度 は5    0   °C以 上 に 達 し、　530

乾 燥 機 で は 約 １ 時 間 で 同 程 度 の 効 果 を 得 る。 万 年 床 の 場 合、 布 団 全 体 の 吸 湿

毎 日 た た ん で 押 入 等 に 収 納 す る 場 合 と 比 べ て 大 き な 違 い は な い が、 布 団 と 畳

が、 局 部 的 に 高 湿 と な る こ と に 最 大 の 問 題 が あ る。


